
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上だより 

 

第 97 号 Ｒ５.9.29（金） 

佐賀県教育委員会事務局学校教育課 

全国調査の結果を今後の授業改善に向けた取組につなげましょう 

国語の“つまずき”はココ！ 

 今年度実施された全国学力・学習状況調査において、佐賀県で課題がみられた問題を紹介します。

各学校の分析結果と比較検討し、今後の学習指導の改善・充実に向けた取組につなげていきましょう。 

【小学校国語】 ※全国：全国（公立）の割合（％） 

★指導のポイント例★ 

読む目的に応じて、複数の資料を読みなが

ら、必要な情報を見付け、その関係を考えられ

るようにすることが大切です。 

文章や図表などで使われている語句で、共

通して使われている語句や、似たような意味

をもつ語句に着目できるように、線を引きな

がら読むことなどを指導していきましょう。 

※掲載している調査問題は、国立教育政策研究所のウェブページ 

から引用しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校国語】 

★指導のポイント例★ 

文章の構成や展開、表現の

効果などに着目するために、 

古典と複数の現代語訳を読み

比べ、比較したり関係付けた

りしながら、古典の楽しみ方

を見出すことができるように

指導することが大切です。 

 その際、表現が大きく異な

る語句などに線を引かせ、感

じたことや考えたことを交流

する活動を設定するようにし

ましょう。 

 
（「令和５年度 全国学力・学習状況調査『報告書』中学校国語」より） 

 

【授業アイディア例】「読むこと」を通して古典の楽しみ方を理解する ～「現代語訳」を活用して、古典作品を楽しむ～ 



★指導のポイント例★ 

 面積が等しく、形が異なる複数の三角形の面

積について、実際に計算で面積を求めることで、

底辺と高さがそれぞれ等しければ、三角形の面

積は等しくなることを理解できるようにするこ

とが大切です。 

図形の面積を求めようとするとき、テープの

幅はどこも同じであるという書かれていない事

柄を含め、どの部分の長さが必要であるかとい

う情報を自ら選び出すことで、公式の理解を深

めることができるようにする活動を設定するよ

うにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数・数学の“つまずき”はココ！ 

【小学校算数】 

※解答類型：一部省略 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校数学】 

★指導のポイント例★ 

 ２直線が平行である

ことの根拠となる事柄

を捉え、その事柄を与え

られた条件から導く過

程を考えるといった構

想を立てるなど、手順を

ていねいに確認するこ

とが大切です。 

※解答類型：一部省略 



★指導のポイント例★ 

文脈に応じて理解した文法事項を正しく活用した

り、活用することを通して文法事項を理解したりす

ることが大切です。 

疑問文にする根拠は何か、疑問詞の選択は何を根

拠にするか、2 人称単数、過去形とする根拠は何か

など、着目すべきポイントを考えさせたり、ペアで

チェックし合ったりすることで文法事項の定着を図

ることができるようにしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語の“つまずき”はココ！ 

【中学校英語】 

インフォメーション 

 

 

 

 

国立教育政策研究所のウェブページには、令和５年度全国学力・学習状

況調査の「解説資料」「報告書」が掲載されています。 

 学校の実態に応じて、日々の授業や研修会など、様々な場面で活用し、児童生

徒の学習状況の改善につなげましょう！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
各学校の結果分析とあわ

せて御活用ください！ 

 

現在、「令和５年度全国学力・学習状況調査及び佐賀県小・中学校学習状況調査の結果と指導改善のポイント」

をオンデマンドで配信しています。 

これは、今年度の全国学力・学習状況調査と佐賀県小・中学校学習状況調査の結果を一体的に分析し、本県

における各教科の調査結果、課題が見られた設問における指導改善のポイントや具体的な指導場面例等を紹介

したものです。まだ視聴していない学校においては、校内研修で視聴する等、全職員による共通理解を図り、

今後の学習指導の改善・充実を図る際の参考として御活用ください。 

「令和５年度全国学力・学習状況調査及び佐賀県小・中学校学習状況調査の 

結果と指導改善のポイント」について 

 
県教育委員会では、学力向上に係る検証改善サイクルの確立の要として、大学関係者、有識者、保護

者代表者、市町教育委員会代表者、学校教育関係者で構成する「佐賀県学力向上対策検証・改善委員

会」を設置して、全国調査や県調査の結果分析を通した課題の抽出、指導方法等の検証・改善に向けた

協議を行っています。令和５年 8 月 28 日に開催した第１回委員会における主な意見を紹介します。 

令和５年度 佐賀県学力向上対策検証・改善委員会 における主な意見 

○佐賀県教育の合言葉「ほめるから、はじめる。はじまる」の実践にあたっては、子供 

の努力を評価する取組を学校や家庭だけで実践するのではなく、地域の協力も大切に

なってくる。地域の人たちもその理念を理解し、子供たちを認めほめてほしい。 

○授業において、今学んでいる学習内容から、「昨年の学習内容」や「家庭学習の内容」

など、これまでの学習や経験を想起させ、学びの「連続性」を子どもが実感できるよ

うにする。 

○教師は、子供が家庭学習を「やる意味」を見出せるように、学校の授業と家庭学習と

のつながりを更に深く考えることが必要である。 

○子供が家庭学習を取り組んでみたくなる工夫をする。 

○先生方は家庭学習の目的や方法等を子供たちにしっかりと伝えていく必要がある。 

○生成 AI の急速な進化が気になる。自分で考え、答えを出す、そのようなことを実感

する経験や学びがないと、安易に生成 AI に頼ろうとし、学ぶ意味や意義をもてない

のではないか。 

○学校の宿題は、その質と量が果たして学力向上につながっているのか、検討が必要で

はないか。 

○学力向上の取組は、時間は掛かるかもしれないが、継続していくことで、改善してい 

くのではないかと期待している。 

【配信期間】令和５年９月中旬～令和５年１１月１０日（金） 

【内  容】小学校国語科、小学校算数科 

中学校国語科、中学校数学科、中学校英語 

      ※詳細については、各学校に送付しています文書を御覧ください。 

       （参照：令和 5年 9月 14日付け教委学第 1775号、令和 5年 9月 22日事務連絡） 

 

 


